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1創立90周年記念号の発刊 に寄せて
学長 山 田 家 正
本学は今年度,2001(平成13)年,創立90周年を迎えました。その前身で
ある小樽高等商業学校の一期生が1911(明治44)年に入学 して以後,今 日ま
で卒業生総数2万5千 余名 を数えます。 この数字 は小規模大学であるために
その年月に比 して少ないか もしれ ませんが,そ れら卒業生達の社会における
活躍 は周知の事実であり,我々にとって大きな誇 りであります。
毎年7月7日 を創立記念 日として祝賀の行事 を行ってきましたが,2001年
には7月6日 に創立90周年記念式典を挙行 し,その後関連事業 として記念講
演会,附属図書館 における貴重図書展示会 と記念講演会,国際 シンポジウム,
小樽高商・小樽商大90周年展を開催 しました。さらに90周年記念誌,「小樽
高商の人々」の発刊の準備 も進め られてお ります。そして今回,「人文研究第
103輯」が 「小樽=商科大学創立90周年記念号」として発刊され,「商學討究第
52巻第4号 ・小樽商科大学創立90周年記念号」 とともに90周年関連事業の
捧尾を飾ることになります。
この 「人文研究」は,本 学が新制大学 として再発足後の1950(昭和25)年
に,主 として一般教育系,語 学系教官の研究成果を公表する機関誌 として創
刊されました。爾来,1926年に創刊された 「商學討究」とともに,本 学の重
要な研究機関誌 として学術貢献を果たしつっ今 日に至ってお ります。
この90年の問に社会は大 きく変化 しました。1945(昭和20)年を境 に日本
は戦争の時代 と決別 し,ともか くも平和な時代 を歩んできましたが,こ の50
年の問に経済発展 とバブル崩壊を経験 し,人 々の意識や価値観の変化,教 育
のあ り方に戸惑いつつ21世紀 を迎えました。その新世紀の冒頭の年 にニュー
ヨークの同時テロが起 こり,新たな戦争勃発の可能性 も否定できない状況を
迎 えてお ります。
2このような変化の激 しい時代にあって,国 立大学 もまた法人化への移行問
題および再編 ・統合問題 に直面 しています。本学が単独か他大学 との統合か
という問題に直面するのはこれが二度目です。戦後の新制大学発足 にあたっ
て,同様 の問題が生 じ結果的には本学が単独で大学昇格を果た しましたが,
今回は教育改革 というよりも,少子化の進行,経 済的効率性の追求 による国
家機関の縮減など,当時 とは異なる背景が存在 していますので,対 応 は容易
ではあ りません。
しかし,このような混沌 とした環境にあっても,本学 は90年の伝統 と個性
を活かし,社会にとって不可欠な大学であ り続けると信 じてお ります。「人文
研究」が今後 も本学の重要な知的情報の発信源の一つ としてさらに充実する
ことを期 して発刊 にあたってのご挨拶 と致 します。
